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 （研究の目的等）  
 
富士山静岡空港の魅力を高めるために、空港ターミナルビル及び空港周辺地域を調査・
研究し、改善及び新たな価値創出のための地域計画、建築、インテリアからみた具体的
なデザイン提案を行うことが目的である。  
（研究の実施方法等）  
 
空港周辺地域を調査・研究し、富士山静岡空港の魅力を高めるだけでなく、空港周辺
地域をも活性化するグランドデザインの作成。  
 
空港ターミナルビル内の特別会議室及び多目的会議室の課題・問題点を抽出し、改善
のための具体的なインテリアデザインの作成。  
 
（１）関係資料の収集  
  空港及び空港周辺の調査研究に関連した資料や文献の収集。  
 
（２）関係者ヒアリング  
  空港関係者、県や空港周辺の自治体などへのヒアリング調査。  
 
（3）デザイン案の作成  
  当研究プロジェクトのデザイン構想案を、模型、図面、文章などで作成。  
 
（４）デザイン案の提案・発表  
  当研究プロジェクトによって作成した具体的デザイン構想案を、県や空港周辺の自治
体、県主催の富士山静岡空港の魅力を高める有識者会議、関係組織や団体などに提
案・発表。  
（得られた成果等） 
 
富士山静岡空港を中心とした、周辺地域の活性化を図ることができる計画の立案。 
 
空港ターミナルビルへの来訪者に対するおもてなしの心を高める空間を提供できる空間の立案。 
 
